
 

 

            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

８月の園だより 
 

 
令和６年７月１９日 

新宿区立あいじつ子ども園 

園  長  上村 清香 

 

 

 

 

 

 

 

８月のねらい 

ひよこ組（０歳児） 

・汗をかいたらシャワーや沐浴をしたり着替え

をしてもらったりし、快適さや心地よさを味

わう。 

・保育者と一緒に水に触れて遊ぶことを喜ぶ。 

あひる組（１歳児） 

・身の回りのことを保育者に手伝ってもらいな

がらやってみようとする。 

・水の感触を感じながら保育者と一緒に楽し 

む。 

ぺんぎん組（２歳児） 

・保育者に見守られながら、身の回りのことを自

分でしようとする。 

・保育者や友達と一緒に、いろいろな水遊や 

  感触遊びを楽しむ。 

こぐま組（３歳児） 

・夏の生活の仕方がわかり、自分でできることは自 

分でする。 

・保育者や友達と一緒に、夏の遊びを十分に楽しむ。 

ちゅうりっぷ・たんぽぽ組（４歳児） 

・夏の生活の仕方が分かり、身の回りのことを進ん

で行おうとする。 

・プール遊び、水遊びを通して、水の心地よさや楽

しさを感じる。 
ばら・ひまわり組（５歳児） 
・夏の生活の仕方が分かり、身の回りのことを自分

から進んで行う。 

・夏の遊びを十分に楽しみながら、学年の友達との

関わりをもち、つながりを深める。 
 

実体験から得る感性と思考力の芽生え 

              副園長  齋藤 千賀 

  

 例年に勝る暑さの中、各学年で栽培している野菜（ピーマン・キュウリ・ナス・オクラ等）が 

すくすくと育ち、収穫の時期を迎えています。ぺんぎん組では、長さ 33,3cm 直径５cm 重さ 

450g の巨大なキュウリを収穫。「おっきい～」「おもいおもい」「チクチクするよ」触って感じた 

ことを次々と言葉で表現していました。保育者と水やりをしながら育つ過程を大切にして保育を 

すすめてきたからこそ得られる体験を小さい頃から大事にしたいと感じます。 

 また、看護師からは熱中症について（4・5 歳児）の話を聞き、栄養士とは野菜や果物が育つ 

場所を知り、作っている人、調理してくれる人への感謝の気持ちをもつ活動（３歳児）にも取り 

組みました。この夏も元気に過ごせそうです。 

 ５歳児クラスでは、好きな遊びの中で船づくりがブームになっています。空き箱で作った船を   

A さんがビニールプールに浮かべてみると沈んでしまいました。それを見ていた B さんが「こっ 

ちを使うと大丈夫かもよ」とプラスチック容器や牛乳パックを持って来てくれ、一緒に製作開始。 

次の日は、ストローを使って２階建ての船を作っていた C さんを見て、「おなじみたいにつくり   

たい」と A さんの意欲がさらに高まります。作ってはビニールプールに浮かばせますが、バラン 

スが悪く作り直しになりました。何度も何度も繰り返すうちに「ちょっとおもいからダメなのか 

な」と気付き、使う材料を変えたり付ける位置を変えたりしていきます。さらに次の日は、卵パ 

ックを使って屋根が付きよりリアルな船になってきました。D さんは速く動くものにしたいと 

プロペラを作ってみましたが動きません。ゴムが 1 本ではなく違うゴム（別のゴム）２本３本と 

増やしていくうちに動きが変化していく様子に感動の拍手。保育者や友達に褒めてもらい、喜び 

も２倍になります。一人一人の子どもが試行錯誤し、失敗しても諦めずに何度でも挑戦する気持 

ちが日々育まれていることを感じます。こうした遊びを通して思考力の芽生えを育み、豊かな感 

性と表現力を伸ばしていきたいと思います。 

 ７月１９日に終業式を済ますと、７月２０日から４・５歳児は、クラス全体での保育はしばらく 

お休みになります。この夏でしか経験できないことをお家の方々と体験し、ひとまわり成長した子 

どもたちと２学期が元気にスタートできることを心待ちにしております。 

 

 

 



日 曜日 行事等 

１ 木 身体測定（０・２歳児） 

２ 金 身体測定（１・３歳児）  

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水  

８ 木  

９ 金  

１０ 土  

１１ 日 山の日 

１２ 月 振替休日 

１３ 火  

１４ 水  

１５ 木  

１６ 金 避難訓練 

１７ 土  

１８ 日  

１９ 月  

２０ 火  

２１ 水  

２２ 木  

２３ 金 園医回診 

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月  

２７ 火  

２８ 水  

２９ 木  

３０ 金 園医回診 

３１ 土 夏季休業日終 

  9 月 1 日～６日の行事予定 

１ 日  

２ 月 ①2 学期始業式     ②引き渡し訓練 

３ 火 身体測定（４歳児） 

４ 水 身体測定（５歳児）   避難訓練 

５ 木 身体測定（０・２歳児） 

③8 月生まれの誕生会 

６ 金 ④プール納め 

 

令和６年度 ８月行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0～3 歳児  

◎室内外の安全な過ごし方を知る.  

◎登降園時の安全について知る。 

4 歳児   : 

◎園生活の決まりや遊びの約束、片づけ方を知る。 

◎登降園時の安全について知る。 

５歳児   ; 

◎園生活の決まりや遊びの約束などを再確認する。 

◎校庭に行く時の安全な歩き方を知り、守る。 
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【行事内容】 
誕生会（０～３歳児） 

８月生まれの０～３歳児は、各クラスで誕生日当日に
リボンを選んで付けてお祝いします。プレゼントとお誕
生日カードは９月５日(木)誕生会にお渡しします。 

 
①9 月２日(月)２学期始業式（4・５歳児） 

9:30 から行います。２学期が始まったことを知り、 
久しぶりに会った友達との園生活に期待がもてる式にし
ます。 
  

②引き渡し訓練 
警戒宣言発令時における引き渡し訓練を実施します。

詳細はお知らせをご覧ください。ご協力お願いします。 
 

③９月５日(木)誕生会（4・５歳児） 
０～３歳児は各クラスで、４・５歳児は合同で８月生

まれの友達の誕生をお祝いします。 
 

④プール納め 
９月３日(火)～６日(金)の間に各学年で行います。 

～４・５歳児『楽しい夏の過ごし方』冊子より～ 
【成長のきっかけを作りましょう】 

 家族の中で自分の役割があり、頼りにされることを喜

んだり、新しいことに意欲的に取り組んだりと、自分が

役に立っているという気持ちが育まれるような機会を作

りましょう。 

〇簡単な手伝い・・・ 

「毎日やってくれてありがとう」という気持ちをも 

てることを一緒に探してみましょう。 

〇継続して取り組む・・・ 

毎日繰り返すことを当たり前ではなく、ちょっ 

と褒めることで継続への意欲をもてるようにし

ましょう。 

〇子どもを信じて任せる・・・ 

結果を批判するのではなくその過程で褒められ 

ることを探してみましょう。 

〇やらせてみる・・・ 

応援する気持ちを忘れずに必要な時には援助の

手を差し伸べましょう。 

〇自分だけの場所がある・・・ 

自分のクレヨンやお絵かき帳、おもちゃなどの 

置き場を作ってあげることで遊びや片付けも充 

実します。カラーボックスやかご、空き箱を活 

用するなど工夫してみましょう。 

【 ４・５歳児 健康教育 】 
7 月に４・５歳児クラスの子ども達を対象に『熱中症

の予防』についてお話をしました。 

熱中症はどうしてなるの？どうしたらいいのかな？…

日頃から気を付けて、実践していることなので 4 歳児で

も「暑い日になるね。」「外に出る時は帽子と水筒。」

「時々お水を飲まないとだめ。」等と、すらすらと答え

ていました。私たちが『暑さからの疲れを残さないよう

に、早く寝ようね。食事も大事、バランスよく何でも食

べようね。しっかり食べないと暑さに負けてしまう

よ。』と話すとみんな素直にうなずいてくれました。 

また、『熱中症は我慢していると危険な状態になって

救急車で病院に行って（点滴）治療を受けないと元気が

戻らなくなる。』と話をしたところ、子どもたちは大変

驚いていました。熱中症は一歩判断を間違えると生命が

危険な状態にさらされます。地球の温暖化が進んでいる

今日、乳幼児時代だけの問題ではありません。怖さも知

って欲しいと思います。暑い夏を元気に過ごせるように

ご家庭でも話題にしながら気を付けて行きましょう。 

             （看護師 久和・田中） 


